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Insecticidal activities of 13 butyl- and amyl-substituted phenyl carbamates on the smaller 
brown planthopper, Laodelphax striatellus FALLEN, and the green rice leafhopper, Nephotettix 
cincticeps UHLER, were evaluated by the dry film method. The relationship between the chemi-
cal structure of compounds and their biological activities, reported in previous papers, have 
also been taken into observation in the present study. 2-sec-Butylphenyl N-methylcarbamate 

(BPMC), 3-tert-butylphenyl N-methylcarbamate (TBPMC), and 3-tert-amylphenyl N-methyl-
carbamate (TAPMC) showed high toxicity to planthoppers and leafhoppers. The LD 50 values 
of these 3 carbamates by the dry film method and by the topical application method were also 
determined. Most of the carbamate insecticides, except TBPMC and carbaryl, showed high 
toxicity to the smaller brown planthopper in their gaseous state. KT50 values of BPMC, 
TBPMC, and TAPMC were nearly the same as with other carbamate insecticides with regard 
to the smaller brown planthopper, but somewhat larger to the green rice leafhopper. The 
increase of LD50 values of BPMC, TBPMC, and TAPMC with descending temperature was 
observed to be little on the green rice leafhopper, and was as large as that of carbaryl on 
the smaller brown planthopper. The results of spraying tests, using the rice plants cultivated in 
Wagner's pots, showed that the residual insecticidal activities of TBPMC and TAPMC were 
comparatively large, but that of BPMC was small. Insecticidal activities of TBPMC and 
TAPMC reached its maximum a little later than PHC (2-isopropoxyphenyl N-methylcarbamate) 
and MIPC (2-isopropylphenyl N-methylcarbamate) by application into pot water. Their residual 
effects were as large as those of PHC and MIPC with respect to the smaller brown planthop-

per, but were inferior to those of PHC and MIPC when used on the green rice leafhopper. 
The residual effect of BPMC lasted longer than carbaryl but shorter than PHC and MIPC.

緒 言

カーバ メー ト系殺 虫剤は ウンカ ・ヨ コバ イ類 の防除薬

剤 として最近重要 な もの とな って きてい る。われわれは

す でに各種 の カーバ メー ト化合物について数種 の昆虫 に

対す る殺 虫力を検討 し(風 野 ら,1968),そ れ らの供試

化合物 中の50種 について ヒメ トビウ ンカ,ツ マグロ ヨ

コバイに対 す る殺虫効力を検討 し,3種 の有効 な化合物

を見出 した(風 野 ら,1969a)。 さらに,こ れ ら3種 の化

合物 お よびすでに実用化 されてい るカーバ メー ト系殺 虫

剤 についてそれ らの殺虫特性の比較検討を行 なった(風

野 ら,1969b)。 本報 では殺 虫剤 として,さ らにす ぐれ
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た 特性を有す るカーバ メー ト化合物 を見 出す 目的 で数種

の ブチルお よび ア ミル置換 フ ェニルカーバ メー トの ウン

カ ・ヨコバイ類に対す る殺虫 力を検討 し,そ の中で殺 虫

力の大であ った若干の化合物の殺虫特性を既存 のカーバ

メー ト系殺虫剤 と比較検討 した ので,そ の結果 を報告す

る。

なお,供 試薬剤を提供 された関係会社,セ ジ ロウンカ

を 供与 された農事試験場湖山利篤,三 田久男,ツ マグ ロ

ヨコバイの採 集に便宜をはか られた宮城県農業試験場五

十嵐 良造,お よびイエバエを供与 された理化学研究所満

井 喬の諸 氏に厚 くお礼申 し上げ る。

供 試 化 合 物 お よび 供試 虫

供試 ブチルお よび ア ミル置換 フ ェニル カーバ メー トは

第1表 に示す とお りであ る。 この他に対照薬剤 としてC

PMC, PHC, MPMC, MIPC, MTMC, XMC, NAC,

マ ラソンを用 いた。 なお,No.1の 化合物は後にBPMC

の 有 効成分 と同一 の 化合物 であ ることが 明 らか とな っ

た。

供試 虫の うち,ヒ メ トビウンカお よび蕨,与 北,佐 渡

系統 の ツマ グロヨコバイ とア ズキ ゾウムシは前報(風 野

ら,1970)で 用いた もの と同 じであ る。仙台系統の ツマ

グロヨコバイは1969年9月 に宮城 県農業試験場構内の圃

場 で採集 した系統,ト ビイ ロウンカは前 報で用いた蕨系

統,セ ジ ロウンカは農事試験場虫害 第一研 究室で累代飼

育 している指宿系統 を譲 りうけ て,そ れぞれ当研究室で

芽 出 しイネ苗 を用 いて累代 飼育 して供 試 した。 コ リンエ

ステラーゼ阻害度 の測定 に用 いたイエバエは理 化学 研究

所 よ り分譲 された高槻系統 を累代飼 育 して用 いた。

殺 虫 力 の 検 討

1. 試験方法

1) ドライ フ ィルム法

小試験管を用い る ドライ フ ィルム法 によ り行 な った。

試験 方法は前報の場合 と同 じであ るが,ヒ メ トビウンカ

とツマ グロヨコバイは雌雄それぞれ15頭 を用い て結果 は

雌 雄 の平均 値で示 した。 ツマ グロヨ コバ イは蕨系統 を用

い た。LD50値 の求め方は前報 と同 じであ るが,こ の場

合 には ツマ グロヨコバイは与北系統を用いた。 アズキ ゾ

ウムシについては処理時間を24時 間 と し,24時 間後に

死虫数を調査 した。

2) 局所 施用法

局所施用法 は前報 と同様に行な った。 ヒメ トビウンカ

と蕨系統 お よび仙台系統 の ツマ グロヨコバイについては

ガ ス ク ロマ トグ ラ フ 用 微 量 注 射 筒(TERUMO, MSN

50型)とD型 針 を使 用 して,ヒ メ トビウ ン カで は0.1μl,

ツ マ グ ロ ヨ コバ イ で は0.2μlの 薬 液 を 処 理 した 。

3) ガ ス に よ る殺 虫 力試 験

内径2.7cm,高 さ1cmの 小形 ペ ト リ皿 に薬 剤 の アセ

トン溶 液0.2mlを 分 注 し,室 温 で30分 間 風 乾 して ア セ

トンを 揮 散 させ,ペ ト リ皿 の 内面 に薬 剤 の 薄 膜 を つ く

り,こ の ペ トリ皿 を 内径4cm,高 さ20cmの 試 験 管 の 底

に 置 い た 。 直 径3cm,高 さ7cmの 金 網 円 筒 に イ ネ 苗10

本 の 根 部 を 脱 脂 綿 で 巻 い て下 向 きに挿 入 し,ガ ー ゼ で 下

部 を 覆 い,こ の 中 ヘ ヒメ トビ ウ ンカ の 雌 成 虫 を20頭 入

れ,試 験 管 の底 か ら7cmの 位 置 に つ る した 。 試 験 管 に

は プ ラス チ ック 製 のふ た を して27℃ の 定 温 器 内 に 置

き,24時 間 後 に 死 虫 率 を 調 査 した 。

4) コ リンエ ス テ ラ ー ゼ阻 害 力

HESTRINの 比 色 法 に よ り 行 な った 。 試 験 方 法 は 第1

報 と同 様 で あ る。

2. 試験 結 果 お よ び 考 察

ドライ フ ィル ム法 に よ る殺 虫 力 試 験 の 結 果 お よび コ リ

ンエ ス テ ラー ゼ 阻 害 度 は 第1表 に 示 した 。

供 試 化 合 物 の 中 で はNo.1 (BPMC), No.3 (TBPM

C), No.9 (TAPMC)が ヒ メ ト ビ ウ ン カ,ツ マ グ ロ ヨ

コバ イ に 対 し強 い 殺 虫 力 を 示 した 。

カー バ メー ト系 殺 虫 剤 の 殺 虫 力 は 有 機 塩 素 系 殺 虫 剤 や

有 機 りん系 殺 虫 剤 に 比 べ て 一 般 に か な り選 択 的 で あ る と

い わ れ て い るが,こ の 試験 の 結 果 で も10μg/試 験 管 に

おけ る 死 虫率 が50%以 上 を 示 した 供 試 化 合 物 数 は,ヒ

メ トビ ウ ン カ10種,ツ マ グ ロ ヨ コバ イ6種,ア ズキ ゾウ

ム シで は4種 で,化 合物 に よ り殺 虫 力 が か な り選 択 的 で

あ る こ とを示 して い る。 また,ア ズ キ ゾウ ム シに 対 す る

殺 虫 力 が 大 で あ った 化 合 物 が 少 な い こ とは 第1報 で も認

め られ た傾 向 で あ る。

化 学 構造 と殺 虫 力 との 関 係 に つ い て は,供 試 した3種

のtert-C4H9置 換 フ ェニ ルN-メ チ ル カー バ メー トの3

種 の昆 虫 に対 す る殺 虫 力 はm>o>pの 順 で,こ の 傾 向

はKOLBEZENら(1954)の 報 告 と一 致 して い る。

カ ル バ モ イ ル基 のNに 結 合す る二 つ のHが 他 の置 換 基

と置 換 したN, N-di-CH3置 換 体(No.12), N-CH3 N′-

COCH3 (No.13),やN-エ チ ル カ ーバ メ ー ト(No.10),

N-ア リル カー バ メー ト(No.11)はN-メ チ ル カ ーバ メ ー

トに 比 べ 殺 虫 力 は小 で あ った が,こ の 結 果 はKOLBEZEN

ら(1954),あ るい はMETCALFら(1962a)の 結 果 と

一 致 した 。 イ エバ エ の コ リンエ ス テ ラー ゼ阻 害 度 と ウ ン

ヵ ・ヨ コバ イ 類 に 対 す る殺 虫 力 と の間 に は 概 略 的 に は ほ
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第2表 局所施 用法 に よるヒメ トビウン カ,ツ マグロヨ コバ イ雌成 虫に対す る殺虫力

第1図 ヒメトビウンカ,ツ マグロヨコバイ雌成虫
に対する局所施用法と ドライフィルム法による殺虫力の比

較。

ぼ比例的関係が認め られ た。

ドライフ ィルム法 お よび局所施用 法に よるヒメ トビウ

ンカ,ツ マ グロヨコバイ 雌 成虫に対 す るLD50値 は第

2表 お よび第1図 に示 した。

ヒメ トビウンカに 対す るTBPMCとTAPMCの 局

所施用 に よるLD50値 は 供試薬 剤中最 も小 であ った。

ツマ グロヨコバイに対 す る殺虫力はいずれ もNACよ り

小 であるが,他 の対 照の カーバ メー ト系 殺虫剤 よ り大で

あ った。 また,マ ラ ソン抵抗性 の与北系統 の ツマ グロヨ

コバイ と感受性 の蕨系統 の ツマ グロヨコバイに対 する殺

虫力の比(N/N′)は 対照薬剤 と 同程 度で,マ ラソン抵

抗性の ツマグロ ヨコバイに対 して も殺虫力が大であ るこ

とを示 してお り,こ れ までの報告(尾 崎 ・黒須,1967;

風野 ら,1969b)と 一 致 した。

ヒメ トビウンカとツマグ ロヨコバイに対す る殺虫 力を

虫の 生体重 当た りの 薬量 比(L/N′)で 比較す る と,い

ずれの薬剤 も1.0以 上で ヒメ トビウンカに対 して よりも

ツマ グロヨ コバイに対 して殺 虫力が大 である ことを示 し

た。NACのL/N′ 比は 供試薬剤 中最大 で あ ったが,

NACの ヒメ トビウ ンカに対す るLD50値 は他の薬 剤の

LD50値 よ りと くに大 ではな く,ツ マ グロヨコバイに対

して強い殺虫 力を有す るため といえ よう。 両種の昆虫に

対す る殺虫 力の差 については,薬 剤の物理 化学的作用 性

の相違,虫 体 内におけ る代謝,解 毒機構の相違 な どにつ

い て検討す る必要 があ る。

ドライフ ィルム法 と局所施用 法に よるヒメ トビウンカ

お よび ツマグロ ヨコバイに対す る殺 虫力の比較 は第1図

に示 したが,ツ マグ ロヨコバイにつ いては前報 の結果 と

同様に二つ の方法に よる殺 虫力の間にはほぼ平行関係が

認め られたが,ヒ メ トビウンカでは ツマ グロヨコバイ よ

りもやや大 きな差が認 め られた。 また,両 供試虫 とも ド

ライ フ ィルム法 の場 合 よりも局所 施用法の場合に薬剤相

互間 のLD50値 の差 が大 であ った。 これは 第3表 に示

した ヒメ トビウンカに対す るガス作用 に よる殺 虫力の試

験結果か ら考え て,ド ライ フィルム法 の場 合には接触 に

よる殺虫効 力の他 にガスに よる殺 虫効力が関与 してい る
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第3表 ガスに よるヒメ トビウン カに対 す る殺虫 力試験結 果

ため,見 かけ上薬剤間の殺虫力の差が局所施用法 より小

さ くな った もの と考え られ る(風 野 ・浅川,1970)。

ガス効果 については田中 ら(1969)はBPMC, PHC, 

MPMCが ツマグロヨ コバ イに 対 してガスに よる殺 虫力

が 強い ことを報告 してい るが,第3表 に示 した結果 では

ヒメ トビウンカに対 して もBPMC, TAPMC, CPMC, 

MPMC, MTMC, XMCは ガスに よる殺虫力が認め ら

れ た。 しか し,NACで は ヒメ トビウンカに対 してはほ

とん どガス効果 が 認め られず,ま た,TBPMCは 他の

薬 剤 に比べ てガスに よる殺虫 力が劣 った。

ツマグ ロヨコバイに対す る ドライ フィル ム法の結果 で

は,局 所施用法 の殺虫 力か ら考え て,ヒ メ トビウンカの

場 合 ほ どガスに よる影響 は現わ れていない よ うに考 えら

れ る。 この点につ いては処理 中の ツマ グロヨコバイの行

動 な どとも関連 してさ らに検討 の必要が ある。

殺 虫 特 性 の 検 討

1. 試験方法

1) 殺虫力に及ぼす温度 の影響 および殺 虫速 度

試験方法は前報の とお りで ある。 ツマ グロヨコバイは

与 北系統 を供試 した。

2) イネ苗散布に よる殺虫効力

室温20～30℃ のガ ラス温室 内で素焼鉢 を用いて育成

したイネ(直 径9cmの 鉢を使用 し,1鉢 に モ ミ12粒 を

播 種 し,1か 月後に使用。使用時 の草丈 は30～40cm)

に ター ンテー ブルを用いて スプ レ ー ガ ンに より薬 液を

30ml散 布 した。 薬液は原体15mgを 秤量 し,ア セ ト

ン3mlに 溶解後展着剤 ネオエステ リンを1滴 加えてか

ら蒸溜 水30mlを 加え,500ppmの 濃度 で散布 した。

経時的 にイネを根 ぎわ より切 り取 り,下 部を水耕液 に浸

漬 してガ ラス温 室内で金網円筒お よび ガラス円筒 を用 い

て ヒメ トビウンカ,ツ マ グロ ヨコバイ,ト ビイ ロウン

カ,お よびセ ジロウンカの成虫をそ れぞれ雌雄各10頭 ず

つ放虫 し,24時 間 後に死虫数 を調査 した。 試験 は2連 制

で行な った。 なお,ツ マ グロヨコバイは蕨系統 を用 いた。

3) 葉面散布 におけ る残 効性(ポ ッ ト試験)

供試イ ネは1/5,000aワ グネルポ ッ トに植え,移 植後

約60日 の草丈50～60cmの ものを用いた。薬剤の散布

方 法,殺 虫試験の方法は前報 の場 合 と同 じである。 なお,

殺 虫試験 は実験 室内で行ない,ツ マグ ロヨコバイは蕨系

統 を供試 した。試験は1968年 夏 に行 なった。

4) 水面施用 に よる殺虫効力(ポ ッ ト試験)

供試 イネは葉 面散布の場合 と同様に育成 し,殺 虫試験

は前報 と同 じ方法 に よった。BPMC, TBPMC, TAPM

Cは10%水 和 剤,PHC 5%粒 剤,MIPC 4%粒 剤,

NAC 50%水 和 剤を用 いて カーバ メー ト化合物量が10a

当た り320gと な るようにポ ッ トの水に 施用 した。試験

は1968年 夏に行な った。

2. 試験結果 および考 察

殺虫 力に及ぼす温度 の影 響の試験 結果は第2図 に示 し

た。

第2図 殺虫力に及ぼす温度の影響(ド ライフィルム法)。

いず れの薬 剤で も27℃ のLD50値 が18～19℃ にお

け るLD50値 よ りも小で,高 温 のほ うが 薬剤 の 効 力は

大であ った。温度降下1℃ 当た りの 薬量増加率 は どの

薬剤で もツマ グロヨ コバイ よ りも ヒメ トビウンカで大で

あ ったが,BPMCとNACで は2種 の 供試虫に 対 して

ほぼ同程度の増加率を示 した。TBPMCとTAPMCは

ヒメ トビウンカに 対 して 薬量増加率 がそれぞれ6.7, 

6.9と 大であ るが,18～19℃ におけ るLD50値 は対照

薬 剤 と変わ らないので,こ の程度の低温では殺虫効力が

低下 す るとは考え られない。 しか し,佐 川 ら(1969)の

結果 では,殺 虫力に及ぼす温度 の影響は10～15℃ で顕

著 にあ らわれ る場 合が多い よ うであ り,実 用上の散布時

期 の最低温度 も10℃ 以下 である ことも予 想 され るので,

よ り低温時 におけ る検討 が必要 であ る。
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第4表 殺 虫 速 度 試 験 結 果

処理濃度200ppm。 WPは 水和剤 を示す 。

第5表 イ ネ苗 散 布 に よ る殺 虫効 力

散布濃度500ppm。

殺虫速度試験 の結果 は第4表 に示 した。

BPMC, TBPMC, TAPMCと もに ヒメ トビウンカに

対 しては対照薬剤 と同程 度の殺 虫速度を示 したが,ツ マ

グロ ヨコバイに対す るKT50値 はいずれ も対照のMPM

C, XMCよ り大で あ り,と くにTBPMC, TAPMCは

NACよ り大 であ った。

温室 内におけ るイ ネ苗散布 による ウンカ ・ヨコバイ類

に対す る殺虫効力試験 の結果 は第5表 に示 した。

金網 円筒を用いた場合 とガ ラス円筒を用 いた場合 とで

は散布当 日の殺虫効 力および残 効 ともにかな りの差を生

じ,ガ ラス円筒 を用 いた場合 に残 効が大 とな ったが,N

ACで は両者に あま り違 いが なか った。 ガ ラス円筒の場

合には金網 円筒 に比べ て葉 に付着 した薬 剤が揮 散に よ り

失われに くい と考え られ るので,ガ ス化 しやすい薬剤や

ガスと して 殺虫効 力を示 す 薬 剤では,ガ ラス 円筒を使

用 した場合には見かけ上殺虫効 力が大 となる と考え られ

る。圃場では ガラス円筒 を用 いた場 合の ように閉塞的で

あ るとは考え られず,金 網 円筒 を用 いた試験結果 のほ う

が圃場におけ る効果 との間 に相関が大で ある と考 え られ

るが,さ らに詳 しい検討が必要であ る。

4種 の ウンカ ・ヨコバイ類 の中では一般的に トビイ ロ

ウンカが薬剤 に対 す る感受性が最 も大であ り,セ ジロウ

ンカが最 も小 であ った。 この結果は福田 ・永田(1969)

の報告 とは一致 しないが,こ れは供 試虫の系統 のちがい

な ども関係 している と思 われ るので さらに検討を要す る

問題 であ る。

葉面散布におけ る 残 効性試験 の 結果 は第3図 に示 し

た。

散布 当 日の 殺虫効 力 はいずれ の 薬 剤 で も大 であ った

が,BPMCは その後の効力の減 少が急激で対 照のMP

MCと 同程度であ った。BPMCは 前述 の とお りガスに

よる殺虫 力が大 であ り,し たが って薬 剤が揮 散 しやすい

ため と考え られ る。 このポ ッ ト試験 ではイネを切 り取 っ

て殺虫試験を行 なっているので,ガ ス として薬剤 が虫 に

作用す るほ ど気化 した薬剤が イネのまわ りに存在す るこ

とがな く,ガ ス化 しやす い薬剤 では残効が ない もの とし

て示 され ると考え られ る。

TBPMCとTAPMCは 対 照のNACと 同程度 または

それ以上の残効が認め られ,散 布用 のカーバ メー ト系殺

虫剤 としては残効が大 きなものに属す ると思われ るが,
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○----○ ヒメ トビ ウ ン カ

○― ○ツマ グ ロ ヨ コバ イ

散 布 濃度500ppm

(WP水 和 剤)

第3図 葉面散布 によ る殺虫効力(ポ ッ ト試験)。

○---○ ヒメ トビウンカ WP:水 和剤

○― ○ツマ グロヨ コバ イ G:粒 剤

第4図 水面施 用に よる殺虫効力(ポ ッ ト試験)。

実際 の圃場 におけ る効果 との関連につい ては さ らに検討

しなければ な らない。

水面施用 による殺虫効 力試験結 果は第4図 に示 した。

BPMC, TBPMC, TAPMCの3薬 剤の処理1日 後 の

殺虫効力は対照薬剤 の殺虫効 力 より劣 り,殺 虫効力の現

われ方がおそか った。 とくに ツマ グロヨコバイについ て

この傾 向が著 し く,散 布1日 後で も殺虫効力 の大 であっ

たPHCと は対照的であ った。 これは植物体への浸透移

行,ガ ス化,ガ ス化 した化合物の植物体へ の再吸着 の遅

速 な どにその原因があ ると考え られ,今 後 さ らに検討を

要す る。 ヒメ トビウンカに対す る残効はTBPMC, TA

PMC, PHC, MIPCな どで大 であ った。TAPMCは ツ
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マ グロヨコバイに対 してあ ま りす ぐれ た殺 虫効力を示 さ

なか った。

総 合 考 察

ブチルお よび ア ミル置換 フ ェニルカーバメー ト13種に

つ いて ヒメ トビウンカ,ツ マグロヨ コバイ,ア ズキ ゾウ

ム シに対す る殺 虫力を検定 し,化 学構造 と殺虫力 との間

にはす でに報告 され ている相関関係が成立す ることを 明

らか に した。 また,殺 虫 力が大 であ った3種 の カーバ メ

ー ト化合物 につ いては ウンカ ・ヨコバイ類に対す る殺虫

特性 を既存 の薬剤 と比較 検討 して,そ れぞれの化合物 の

特性 の一部 を明 らかにす る ことがで きた。 しか し,こ こ

で得 られた結果は一定 の条件下 におけ る試験に よるもの

であ って,さ らに異 なった条 件下での検討を行なわなけ

れば十分 とはいえ ない。 また,こ れ らの化合物お よび製

剤 の物理化学的性質や ウンカ ・ヨコバイ類 におけ るこれ

らの化合物の代謝,解 毒 な どの作用機 作を検討 して,こ

れ らの殺虫特性の差の原 因を解 明 して行 きたい。

摘 要

1. ブチルお よび ア ミル置換 フェニ ル カー バ メー ト

13種 の ヒメ トビウンカ,ツ マグ ロヨコバイ,ア ズキ ゾウ

ム シに対 す る殺虫力を ドライ フ ィルム法 に よ り検定 し,

また,イ エバエの頭部 コリンエ ステ ラーゼ阻害 力を測定

した結果,2-セ コ ンダ リー ブチル フェニル,N-メ チル

カーバ メー ト(BPMC),3-タ ー シ ャ リー ブチル フェニ

ルN-メ チル カーバ メー ト(TBPMC), 3-タ ー シャ リ

ーア ミル フェニルN-メ チル カーバ メー ト(TAPMC)

の3種 の殺 虫力が大であ ることがわか った。

2. ヒメ トビウンカ,ツ マ グロヨコバイに対す る殺 虫

力 を ドライ フィル ム法 お よび局所 施用法に よ り検定 した

結果,BPMC, TBPMC, TAPMCの 殺虫 力はいずれ

の方法 において も対照 の カーバ メー ト系殺虫剤 と同等か

や やす ぐれ ていた。

3. ヒメ トビウンカに対 す るガスに よる殺虫力試験 の

結果,NACは ほ とん どガスに よる殺虫力が認め られず,

また,TBPMCの ガスに よる殺虫力が他 の薬剤 より劣 っ

たが,そ の他 の カーバ メー ト化合物で ガスに よる殺虫 力

が認め られた。

4. BPMC, TBPMC, TAPMCに ついて温室内で ウ

ンカ ・ヨ コバイ 類 に対す る 散 布試験 を行な った結果,

BPMCは 残 効が小であ ったが,TBPMC, TAPMCは

対照薬剤 よ りもす ぐれた残効 を示 した。 また,ヒ メ トビ

ウンカ,ツ マグロ ヨコバイ,ト ビイ ロウンカ,セ ジロ ウ

ンカの4種 の中では セジ ロウンカの薬剤感受性が最 も小

であ った。

5. 殺虫速度につ いて,BPMC, TBPMC, TAPMC,

ともヒメ トビウンカに対 しては対照薬剤 と同程度 のKT

50値 を示 したが,ツ マグ ロヨコバイについては対照薬剤

よりも遅効性の傾向を示 した。

6. 低温 におけ る殺虫力の低下は ツマ グロヨコバイに

対 してはBPMC, TBPMC, TAPMCと も小 であ った

が,ヒ メ トビウンカに対 してはTBPMC, TAPMCは

NACと 同程度 であ った。

7. 葉面 散布 に よるポ ッ ト試験 ではTBPMC, TAP

MCは 残効が 大 であ ったが,BPMCは 劣 った。 水面施

用では いずれ も効力の現 われ るのがおそか った。TBPM

C, TAPMCの ヒメ トビウンカに対す る残効は対照薬剤

と同程度 であ ったが,ツ マ グロヨ コバイに対す る残効は

対照薬剤 より劣 った。BPMCの 残 効はNACよ り大で

あ ったが,PHC, MIPCよ り劣 った。
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